令和４年度第１回柏市環境審議会会議録
１　開催日時

令和５年２月１７日（金）午後２時３０分から午後４時まで
２　開催場所

　　柏市役所５階　第５・６委員会室
３　出席者
　(1) 委員
　　　内山会長，村田副会長，青柳委員，猪野委員，小野委員，川上委員，川津委員，川瀬委員，染谷委員，鴇田委員，縄田委員，野村委員，星委員，松清委員，矢野委員，山田委員，吉田（好）委員，吉田（瑠）委員（計１８名）
　(2) 事務局
　　　後藤環境部長，田口環境政策課長，正池副参事，関谷主査，佐々木主任及び大木主事（計６名）
４　議題
　(1) 会長・副会長選出
　(2) 第三期柏市地球温暖化対策計画の改定について（諮問）
　(3) 柏市役所ゼロカーボンアクションプランの策定について（報
　　告）
５　議事（要旨）

　(1) 会長・副会長選出
　　　会長に内山委員，副会長に村田委員を選出した。
　(2) 第三期柏市地球温暖化対策計画の改定について（諮問）
　　　資料に基づき，事務局より説明。

　(3) 柏市役所ゼロカーボンアクションプランの策定について（報

　　告）
　　　資料に基づき，事務局より説明。

　　　その際に表明された主な意見は，次のとおり。

（以下，委員意見）
（内山会長）

・市が何をするのか，或いは市民に何を期待するのかが一緒になっていて分かりづらいと感じる。
⇒（事務局）

・柏市役所ゼロカーボンアクションプランは一事業者としての柏市がCO2排出量の削減に向けた取り組みを示した計画となっている。市民に協力いただく部分は基本的にないが，プラスチックごみの削減に関しては今回の計画の削減目標から除いてはいるものの，一体となって取り組んでいただきたい。柏市内の市民・事業者に向けた具体的な取り組みについては，今後改定を進めていく柏市地球温暖化対策計画の中で示していきたい。
（吉田好邦委員）

・自治体新電力について，現段階でどのくらいの具体性を目指しているのか。自前の発電所を持っているのか。
⇒（事務局）

・柏の南北にある清掃工場においてごみ焼却に伴う発電を行ってるが，余剰電力は売却しているので，新たに設立する自治体新電力が買い取り，公共施設へ供給することから始めたいと考えている。また廃棄物発電だけでは賄い切れない部分もあるので，最終処分場や柏市が所有する未利用地の中に太陽光パネルなどを設置して，電源として活用したい。
・現在は清掃工場を管理してる業者に電力を売却しているが，新電力会社が設立した暁には，契約の見直しを図り，新電力会社が買い取る形にしたい。
（内山会長）

・ゼロカーボンアクションプランは，柏市役所のという前提がついているが，柏市立の施設や市道も含むか。県立や国立は対象外なのか。
・例えば市道で，交通がうるさいから防音壁を作ってほしいという要望があった場合，単なる壁ではもったいないから，太陽光パネルを張りつけるというのもアクションの内に入るか。
⇒（事務局）
・市有の公共施設は全て対象だが，柏市内にある国立や県立の施設に関しては計画から除外している。
・市道も対象である。すべての道路に面する防音壁が太陽光パネルに適した場所かどうかは検証が必要だと思うが，そのようなアイディアも積極的に検討したい。
（松清委員）

・太陽光発電を公共施設に設置することについて，施設での自家消費を進めるという考えはあるか。
⇒（事務局）
・燃料価格が高騰している状況を踏まえると，自家消費を第一に考えることが望ましいが，今後の電力価格の先行きを見ながら適切な判断をしていきたい。災害対策としても，蓄電池とセットで設置することも重要と考えている。
（川瀬委員）

・公用車は何台あるのか。また公用車を充電するときに，放電する設備もあるようだが，そのような設備の設置を近隣センターや庁舎も含めて検討しているか。
⇒（事務局）
・公用車のトータルの台数は現時点で348台である。今後電気自動車を174台，ハイブリッド車を174台として，入れ替えをしていきたい。
・充電した電気を車側から施設に戻す設備については当然災害対応として整備する必要があると認識している。今回資産管理課で整備した6台の車には，荷台に充放電設備が積んであり，例えば災害が発生した際には近隣センターのような避難所に指定されている施設へ出向いて，そこの車から電気を供給するという体制を整えている。常設設備についても今後は施設所管課と協議をしながら進めていきたい。
（星委員）

・太陽光発電設備を積極的に設置していくことについて，20年30年経つと太陽光パネルも大体老朽化して寿命を迎えると思うが，大体みんな太陽光パネルを設置した時期は一緒なので，廃棄の際に大量に出てしまうのではないかという心配がある。太陽光パネルを処理する時の取り決めや廃棄方法は決まっているのか。
⇒（事務局）
・現時点で柏市で廃棄される太陽光パネルについての処方方針などは決まっていない。国の方針や環境部のごみの廃棄を担当してる部署と連携しながら，なるべく早期に方針を定められるよう調整を進めたい。
（村田委員）

・柏市環境管理システム（KEMS）を運営するときに以前はそれぞれの部署に推進する担当者がいたと思うが，今回の庁内の連携に関しても，そのような形でしていただきたい。
（野村委員）

・公用車の電動車化について救急車や消防車のような特殊用途車を除いているが，管轄が違うから除いているのか法律上何か違うのか，わざわざ除く理由がよく分からない。
⇒（事務局）
・東京都の消防庁などでEVの救急車を導入した事例などはあるが，非常に高額であり，ただでさえ特殊用途車両の価格が高い中でその倍ぐらい費用がかかるため，現時点では特殊用途車両まで含めるのは財政的なバランスを考えると難しい。
（内山会長）
・現在は水素ステーションも少なく水素車も高額であるが，時代の流れでそういうものが割と手に入りやすくなったときに，なぜ柏市は電気自動車ばかり導入したのか，今ではもう水素自動車に負けているのではないかと言われないように配慮していただきたい。

６　傍聴者

　　０名

７　配付資料
　(1) 次第
　(2) 席次表

　(3) 柏市環境審議会委員名簿
　(4) 資料１―１：諮問文書
　(5) 資料１―２：地球温暖化対策に係る社会情勢
　(6) 資料１―３：柏市地球温暖化対策計画概要
　(7) 資料２―１：柏市役所ゼロカーボンアクションプラン概要
　(8) 資料２―２：柏市役所ゼロカーボンアクションプラン（案）
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